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特定教育・保育施設の利用定員の変更について 

 

１ 概要 

○ 子ども・子育て支援新制度では、市が特定教育・保育施設（保育所、幼稚園、認定こども園）

の利用定員を定めることとされております。 

○ 令和８年度において、利用定員の変更がありますので、利用定員の設定にあたり、子ども・

子育て支援法第３１条第２項の規定により草津市こども若者会議にて意見を伺います。 

  

利用定員とは・・・ 

・子ども・子育て支援法第３１条第１項の「確認」において定められるものであり、市は、こども

若者計画に基づき、各施設に対して、認定区分ごとに「認可定員」の範囲内で「利用定員」を

設定します。 

・子ども・子育て支援法に基づく、給付費の算定の基礎となります。 

 

※「確認」とは：市の条例で定める基準に対する対象施設の適合、利用定員の設定等を市町村が確認する制度。 

※「認可定員」とは：県が定める設備及び運営の基準に基づき、施設の設備および職員配置等の基準を満たす施

設の定員。認可主体は県。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料５ 

子ども・子育て支援法 抜粋 

（特定教育・保育施設の確認） 

第３１条 第２７条第１項の確認は、内閣府令で定めるところにより、教育・保育施設の設置者（国（国立大学

法人法（平成１５年法律第１１２号）第２条第１項に規定する国立大学法人を含む。第５８条の９第２項、第３

項及び第６項、第６５条第４号及び第５号並びに附則第７条において同じ。）及び公立大学法人（地方独立

行政法人法（平成１５年法律第１１８号）第６８条第１項に規定する公立大学法人をいう。第５８条の４第１項

第１号、第５８条の９第２項並びに第６５条第３号及び第４号において同じ。）を除き、法人に限る。以下同

じ。）の申請により、次の各号に掲げる教育・保育施設の区分に応じ、当該各号に定める小学校就学前子ど

もの区分ごとの利用定員を定めて、市町村長が行う。 

一 認定こども園 第１９条各号に掲げる小学校就学前子どもの区分 

二 幼稚園 第１９条第１号に掲げる小学校就学前子どもの区分 

三 保育所 第１９条第２号に掲げる小学校就学前子どもの区分及び同条第３号に掲げる小学校就学前子ど

もの区分 

２ 市町村長は、前項の規定により特定教育・保育施設の利用定員を定めようとするときは、第７２条第１項

の審議会その他の合議制の機関を設置している場合にあってはその意見を、その他の場合にあっては子

どもの保護者その他子ども・子育て支援に係る当事者の意見を聴かなければならない。 
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２ 認定こども園の利用定員変更について 

⑴ あさひこども園 

幼保連携型認定こども園のあさひこども園について、保育需要の上昇傾向に対応するた

め、保育認定の利用定員を増やします。（保育認定：＋6人） 
 

▼変更内容 

施設の名称 あさひこども園 

施設の所在地 草津市笠山一丁目１－４０ 

施設の類型 幼保連携型認定こども園 

事業者名 社会福祉法人あさひ 

 変更前 変更後 

認可定員※ 205 人 211 人 

利用定員 205 人 211 人 

 ２号認定（保育） ３歳 ４歳 ５歳 小計 ３歳 ４歳 ５歳 小計 

 ：＋６人 33 人 39 人 39 人 111 人 39 人 39 人 39 人 117 人 

※認可定員の変更手続きについては、滋賀県において実施されます。 

 

⑵ TAMランド野路こども園 

幼保連携型認定こども園の TAMランド野路こども園について、保育需要の上昇傾向に

対応するため、教育認定の利用定員を減らし、保育認定の利用定員を増やします。（教育認

定：△9人、保育認定：＋6人） 
 

▼変更内容 

施設の名称 TAMランド野路こども園 

施設の所在地 草津市野路八丁目 16-10 

施設の類型 幼保連携型認定こども園 

事業者名 株式会社成基 

 変更前 変更後 

認可定員※ 177 人 177 人 

利用定員 177 人 174 人 

 １号認定（教育） ３歳 ４歳 ５歳 小計 ３歳 ４歳 ５歳 小計 

 ：△9人 8 人 8 人 8 人 24 人 5 人 5 人 5 人 15 人 

 ２号認定（保育） ３歳 ４歳 ５歳 小計 ３歳 ４歳 ５歳 小計 

 ：＋６人 40 人 40 人 40 人 120 人 42 人 42 人 42 人 126 人 

※認可定員の変更手続きについては、滋賀県において実施されます。 
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３ 令和８年度の「利用定員」と草津市こども・若者計画の「確保方策」の比較 

⑴  保育定員について 

令和８年度の保育認定の利用定員については、あさひこども園および TAMランド野路

こども園の保育定員の拡大（２号認定：＋１2人）により、計画で定められた確保方策を概ね

満たす定員を確保することができます。 
 

▼保育認定の「利用定員」と草津市こども・若者計画「確保方策」 

令和８年度 

計画値 見込値 計画値と見込値との差 

量の見込み 

① 

確保方策 

② 

利用定員 

③ 

量の見込み 

との差（③－①） 

確保方策 

との差（③－②） 

３号認定（０歳） ４５７人 ４５４人 ４５１人 △６人 △３人 

３号認定（１歳） ７５７人 ７４７人 ７４７人 △１０人 ±０人 

３号認定（２歳） ８７６人 ８９０人 ８９２人 ＋１６人 ＋２人 

２号認定（３～５歳） ２，６２８人 ２，７３６人 ２，７４５人 ＋117 人 +９人 

計（０～５歳） ４，７１８人 ４，８２７人 ４，８３５人 － － 

 

⑵ 教育定員について 

令和８年度の教育認定の利用定員については、TAMランド野路こども園の教育定員減

（△9人）により、計画に定める確保方策を下回りますが、量の見込みに対しては十分な定

員を確保しています。 
 

▼教育認定の「利用定員」と草津市こども・若者計画「確保方策」 

令和８年度 

計画値 見込値 計画値と見込値との差 

量の見込み 

① 

確保方策 

② 

利用定員 

③ 

量の見込み 

との差（③－①） 

確保方策 

との差（③－②） 

１号認定（３～５歳） １，１３６人 １，９２７人 １，９０３人 ＋７６７人 △２４人 

 

 

 

 


